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はじめにEinleituag

　本州の最北端に位置する青森県下北半島のもっとも北端の弁天島に接して大間1町が位置してい

る。この大間町を北端とする下北半島，とくにその首部にあたる地域はさまざまな伝説でもよく

難られている恐山山地を中心として比較的自然が高い山地のヒノキアスナロ林，そのまわりのブ

ナ林すなわちヒメアオキーブナ群集マルバマンサクーブナ群集などが生育していた。さらに海

岸ぞいには西海岸の断崖沿いにエゾイタヤ，シナノキ林やミズナラ林が，また北側の海岸沿いに

も山がはみ出して，ほとんど海浜繊生はみられず，断崖上まで森林が発達していた。

　しかし，すでにじわじわと長い時間をかけての地域住民の定住により，現在では厳密な意味で

の自然植生はまったくといってよいほど失われている。仏教的な霊山として知られた宇曽利山湖

を中心とする大畑町の恐山山地周辺はこの中でももっとも自然度の高いヒノキアスナロ群集に含

められるヒノキアスナロ林が広い面積を占めている。下北半島の代表的なこのヒノキアスナワ林

すなわちヒノキアスナロ群集は今日では，その木材としての重要性が重視されるにしたがい，一

見自然林にみえるが，さまざまな択伐などの管理による半自然性の森林を形成している林分がほ

とんどである。しかし，長い間の薪炭林的な利用あるいは木材的な利用も含めて，全体酌には東

北地方でも自然度の高い森林帯をなして，やや自然に近い半植林あるいは半自然性の森林によっ

ておおわれている。

　また，一方津軽海峡をへだてて，北海道南端の函館市の大lllllからさらに戸井町の汐首，汐首岬

さらに東にうつって日浦岬に歪る亀田半、島南部地域も現在では，本来の自然植生はほとんどさま

ざまな人為的影響によって二次林にかえられている。現在もっとも面積を占めているのは一度伐

採したり，火入れされたあとに発達しているミズナラニ次林また，ブナの萌芽林もみられる。と

くに戸井町の汐首岬附近ではカシワ林が風衝海岸林として広く発達している。

　戸隠は，下北半島の最北端大「跡｛1丁を中心として半径30kmの膨隆円状の地域の陸上部の植生調

査結果がまとめられている。

　新しい時代に対応して，エネルギー基地その他，電源基地などとしての過疎化が進んでいる大

間町での建設利用に際しても，もっとも基本的に重要なことは，その土地本来の自然殖生ならび

に現存植生がどのような状態にな：っているかという，いわぽ環境影響評価の主要な課1遜の一つと

して裸の大地を被っている植生がえらぼれる。生態系の主役として，さらに生産者の立場にある

緑の貯砂，すなわち植生は本来，その土地のさまざまな自然環境条件の総和を移動能力のない樋

物，その集団としての植物群落は長い時間をかけて総合的に示している。いわぽ環境の現状なら

びに将来の変化に対する生きた警報装置としてもっとも総合的な位置を植生は占めている。した

がって，地域の開発に際しては人間の干渉に敏感な，いわゆる弱い自然，弱い植生，すなわちも

っとも自然度の高い植生やあるいは貴重な植物，生育地，固有の群落などげできるだけ保護する
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等の配慮が必要である。同時にそのさまざまな施設の建設途上や，その後電源施設などが運開す

るにあたって，はたして十分行なわれた発生源対策が，その土地本来の長い間地域住罠と共存し

てきた二次植生，代償植生も含めた現存植生にどのような影響を与えているかという，アフター

ケアーの調査もきわめて重要である。その際もっとも適確な環境影響評価の生きた尺度となるの

は開発あるいは建設以前の，そのニヒ地の自然麺生ならびにそれまで入間の影響とからみ合って維

持し，存続してきた持続群落としての代償植生の種類ならびにその具体的な配分である。

　われわれは，大間町を中心として半径30km圏内の下北半島のむつ市さらに下北郡の風間浦村，

大畑町，川内町などの現地調査を行なってきた。同時にかろうじてかかる北海道南端の函館市最

南部さらに亀田郡戸井［町の30km圏内の調査も行なわれた。調査結果からも明らかなように厳密

な意味においては，この踏査地域には自然植生は恐山1まi地とくに宇曽利山湖を中心にした，例え

ば硫気荒原のイソツツジ群集ヤマタヌキラン瓢群集ならびにその周辺の山地のヒノキアスナロ群

集または渓谷ぞいの一部ヒメアオキーブナ群集，マルバマンサクーブナ群集などをのぞいて，直

接，間接，長い闘にさまざまな人為的影響下におかれている。同様に北海道の爾部においても最

近100年このかたの急速な入植，閣発によるその土地本来のブナ林，ミズナラ林あるいはカシワ

林が多くは一度伐採されたあとの二次林，萌芽林などが多い。

　しかし，日本列島全：体をみるときに，生態学的意味とはまた異なった意味で，全体的に自然度

の高い地域といえる。したがって，基本的には今後計画され実施されるであろう［銅発あるいは建

設計画に際しては，できるだけその対象域を限定し，人為的な影響を半自然性植生域も含めて周

辺に及ぼすのを押える薄己慮が必要であろう。同時に建設に際してやむを得ず伐採し，あるいは埋

立て，原石採取を行ったあと地などぱ，その土地本来の潜在自然植生を生態学的な基礎として，

多少［i寺間がかかってもまちがいのない，現状以上の自然度の高い，多様で安定した植生を“生き

た構築材料”としての積極的な緑豊かな環境の創造が強く期待される。

　本心は以上の環境評価のため，あるいは将来の環境の変化の可能性を持続的に測定されるため

の現状の指標データーとして，十分な現地踏査を基礎に植生学的な成果がまとめられている。ま

た，新しい開発に際して，変形，あるいは消滅をさせられた植生，裸地化された地盤へ，よりよ

い緑の環境創造，生態系のバランス，生物祉会のシステムを存続させるための科学的な処方図と

しての現存および潜在自然植生図（植生自然度図）の作製が行なわれている。

現地調査に際して横浜国立大学環境科学研究センター研究生の加藤明弘氏，またたえず現地調査

に岡乱し，御脇力を頂いた電源開発㈱環境綿の皆様さらに電発環愛緑化センター㈱の皆様の御尽

力と御配慮に感謝したい。


